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農山漁村等地域の情報収集を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

 (9)移動金融店舗車の運用 

ＪＡ松山市(愛媛県) 

 

新規 継続 

  

○ 

（2017年 10月） 

 

1 動機（経緯） 

中山間地域の愛媛県久万高原町で総合事業店舗として営業していた面河支所および美川

支所について、2016年 2月に信用事業を廃止し、経済事業店舗としました。 

そこで、ＡＴＭの設置や渉外活動を行う職員の配置を行なうとともに、新たに移動金融店

舗車を運用することとしました。 

2 概要 

ＪＡバンクえひめが導入した、移動金融店舗車（ぱんジャ号）を運用しています。 

【取扱い業務】 

普通貯金の入出金・記帳・繰越業務、収納代理業務、金融相談業務 

3 成果（効果） 

同地域で当組合子会社の㈱松山生協が運用している移動販売店舗車（まるめちゃん号）と

ともに、ＡＴＭの苦手なご高齢の方にも、「対面式で安心して利用できる。」として好評で

す。 

4 今後の予定 
過疎地での貴重な金融サービスの場を提供するため、今後も継続して運用を行なう予定で

す。 

【運行車両（ぱんジャ号）】         【運行車両（まるめちゃん号）】 


